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11月 •絵本のリサイクル受付（～18日） P4 

12火 •医療講演会 P5

13水

14木 •国民健康保険料夜間納付相談 P4

15金

16土 •お話会 P4 

17日
18月
19火
20 祝
21木
22金

23土
•お話会 P4 
•子ども映画会 P5 

24日

25月 •戸籍住民課窓口受付時間
　延長（～29日、4月1日） P8

26火
27水

28木 •国民健康保険料夜間納付相談 P4

29金

30土 •がん検診申込締切 P4

31日

2013 4
1 月
2 火
3 水
4 木
5 金

6 土 •お話会 P4 

7 日
8 月
9 火
10水

あつべつカレンダー
3/11～4/10

２月１日現在（　）は前月比
人　口 128,637人　（＋5）
　男   　58,843人　（－2）
　女　   69,794人　（＋7）
世帯数   55,932世帯（＋40）

厚別区の人口・世帯数

編 

集

厚別区総務企画課広聴係
〒004-8612
厚別区厚別中央1条5丁目
TEL 895-2428
FAX 895-2403厚別イベントキャラクター厚別イベントキャラクター

「ピカットくん」「ピカットくん」

厚別区民のページ

P○厚別○ページ　   子ども関連
詳細はお知らせ（厚別４ページから）
をご覧ください。

※本誌に掲載している情報から抜粋

厚別区冬の大イベント「新さっぽろ
冬まつり」が2月2日、3日に開催され、
多くの人でにぎわいました。
同時開催の「あつべつファミリー
フェスタ 冬」や「キッズチアダンス
発表会」にも、たくさんの親子連れが
訪れ、大盛況となりました。

新さっぽろ冬まつり
＆

ファミリーフェスタ 冬
あつべつ

■あつべつファミリーフェスタ  冬

■キッズチアダンス発表会

■新さっぽろ冬まつり

2013年

月
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あなたのあなたの 思いが
厚別を輝厚別を輝 かせる！
～「ふらっとホー
での対話内容を

この特集に関するお問い合わせ  

子どもを取り巻く環境が心配

高齢者の健康増

学校の空
学校の空き教室
と聞きましたが、
ニケーションがよ
にもつながるの
さらに、授業時間
問題にもいい影響

市長から
学校開放は子どもたちが下校した後に利
システムですが、子どもたちと大人が一緒
に学校にいると、一番いいコミュニティー
できると思います。学校は皆さんのすぐ
ある施設ですので、その利点を最大限に  
ますます活用を進めていきたいと思いま

遠
えん

藤
どう

さん（70 代）2010 年の厚別区のふらっとホームで、「病院のように人が集まる場所
に情報発信できるものを置いてはどうか」という発言があったことを
きっかけに、市内 117 カ所の病院・診療所でも広報さっぽろの閲覧
ができるようになりました。
この他にもふらっとホームの発言をきっかけに実現した施策や改善
された事案があり、ふらっとホームは市民の皆さんの意見を直接
お聞きできる大切な場所の一つになっています。

小
こ

鹿
しか

さん（50 代）

孫の周辺でいじめがあったので学校へ相談しました
が、その後先生が学校に来なくなったことがあり
ました。テレビで教育委員会の会見などをよく見
ますが、言い訳する大人の姿を見せるばかりでは
なく、道徳的な授業を増やしたり、カウンセラー
を置いたりすることも必要だと思います。

市長から
先生が説明なく突然いなくなるのは、保護
者に不信感を与えるので良くないですね。
今のいじめは陰湿で、行き場のない苦しみ
を持つ子どもたちがいることを非常に問題
視しています。教育委員会でも、いじめや
自殺の再発防止に向けて議論しています。
また、いじめの被害者を守るため、子ども
にもある“休む権利”について教えていく
ことも大切だと思っています。

私の毎日の日課は、朝 4時に起
ウオーキング、筋力トレーニング
わたって続けているものもあり
国や自治体の財政も一層苦しく
社会を迎えるにあたり、高齢者
本人の自立や自助の努力も必要

市民の皆さんの声を直接お聞きするため、市長が各区に出向き、
区民と意見交換をする場です。
本年度、厚別区では約 2時間にわたり、「子ども」や「除雪」など、
さまざまなテーマで意見交換がされました。
今月号では、その対話内容の一部をご紹介します。

※全市版６～７ページでも「ふらっとホーム」について掲載しています。

「ふらっとホーム 2012 in 厚別」の開催概要
実 施 日： 平成 24年 9月 30日（日）
会 　 場： 羊ヶ丘病院 通所リハビリテーション「スマイル」
参加人数： 対話者 7人、傍聴者 30人

※無作為抽出した市民に案内文を送付し、参加希望のあった
方の中から対話者を決定しました。

上
うえ

田
だ

 文
ふみ

雄
お

 札幌市長
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あなたの 思いが思いが
厚別を輝 かせる！かせる！

ム2012 i
イン

n 厚別」
紹介します～
　総務企画課広聴係b895-2428

http://www.city.sapporo.jp/
atsubetsu/goiken/index.html

インターネット市政提案

b895-2428　FAX895-2403
〒 004-8612  厚別区厚別中央 1条 5丁目 3-2

総務企画課広聴係

まちづくりに対する皆さんのご意見をお聞きするために、今年も
ふらっとホームを開催します。
開催時期が近づきましたら、無作為抽出された皆さんに案内文を
お届けしますので、参加のご検討をよろしくお願いいたします。
また、ふらっとホームの傍聴は自由ですので、案内文が届かな
かった方も、会場で意見交換の様子をご覧になり、まちづくり
について一緒に考えてみませんか。
今年の開催日程などは、広報さっぽろでお伝えいたします。

あなたのご意見をお寄せください
ふらっとホーム以外でも、厚別をよりよいまちにするための
皆さんからのご意見、ご提案をお待ちしています。

誌面に掲載した以外のふらっとホームの対話内容、
過去開催の内容はホームページでご覧いただけます
http://www.city.sapporo.jp/atsubetsu/joho/towntalk/index.html

進について

き教室を有効利用
を、地域の集いの場所として使っている
これをもっと活発にすると、地域のコミュ
り深まり、高齢者の健康維持や生きがい
ではないでしょうか。
に合わせて学校に大人が集まれば、いじめ
があるのではないか、と思います。

用する
の時間
活動が
近くに
生 かし、
す。

人と人とのつながり

きてする乾布摩擦、
などで、50年以上に
ます。
なる中で超高齢化
の健康維持には、
だと思います。

市長から
不摂生を続けている私にとって、杉野さん
のおっしゃることは、思い当たることばかり
です。 私自身も健康維持については今から
でも遅くはない、これから頑張りましょう、
ということでお聞きしました。ありがとう
ございます。

杉
すぎ

野
の

さん（80代）

除雪の仕方に不公平さを感じます
除雪後に残されていく雪の量が、向かいの家より３倍くらい
多いので何とかしてほしいです。 （60代・女性）

市長から
札幌市では、より有効に除雪ができるよう「地域と創る冬みち
事業」を実施しています。地域における除雪の課題については、
町内会を通じて、土木センターや除雪業者と一緒に議論を進めて
いただきたいと思います。

ハンディキャップの有無にかかわらず、自分でできる
ことは自分でやる。できないことはできないで助けて
もらう。みんながそれぞれ協力し合ってやっていくと、
もっといろいろな所でつながりを深めていくことが
できるのではないかと思います。

市長から
視力や聴力が弱まるなど、誰もが最終的には
ハンディキャップを持ちます。それを道具で
補いますが、最終的には人です。いろいろな
サポートを受けるためにも、自分ができるとき
には自分のことを。そして余裕があれば誰かの
ために。そんな関係をつくっていければうれ
しいです。

山
やま

下
した

さん（40 代）
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主な札幌市施設・窓口の一覧

厚別区役所 895-2400(代表）　
厚別保健センター 895-1881
厚別区民センター 894-1581
厚別図書館 894-1590
厚別消防署 892-2100

（所在地　厚別中央１の５)
厚別区土木センター 897-3800

（所在地　厚別町下野幌45-39）

厚別中央(厚別中央３の２） 891-3907
厚別南(厚別南１） 891-1666
厚別西(厚別西２の３） 891-4555
もみじ台(もみじ台北７） 897-6121
青葉(青葉町３） 892-8177
厚別東(厚別東４の４） 897-2885

各地区のまちづくりセンター

厚別区からの

東部市税事務所 802-3912
 （所在地　大谷地東２）

お
知らせ
3月11日からの内容を掲載しています

絵本のリサイクル HP
ご家庭に眠っている絵本
をお譲りください。
乳幼児期から絵本に親し
む環境づくりを進めるた
め、保育所・幼稚園・子
育てサロンなどで活用し
ます。

▽  本の種類　乳幼児向けの絵本（図鑑、月刊誌は
除く。汚れや破れのないもの）

▽  受付期間　 3 月11日㈪～18日㈪の 8 時45分～
17時15分（土・日曜日を除く）

▽  受付場所　健康・子ども課子育て支援係（区役
所 3階）に直接
詳細 健康・子ども課子育て支援係b895-2514

厚別区民センター･ちえりあ共催「ご近所先生企画講座」

男の簡単おうちご飯

▽日時　 5月22日㈬～ 6月19日㈬の
　毎週水曜日、18時45分～20時45分【全 5回】

▽会場　厚別区民センター　

▽定員　20人【多数時抽選】　

▽費用　受講料3,000円、教材費3,600円

▽申込方法　 3月25日㈪までに直接か、
　はがきまたはFAX（671-2334）で【必着】
申込先〒063-0051西区宮の沢 1条 1丁目 1 -10
　　　札幌市生涯学習センター
　　　※問い合わせ先b671-2311

国民健康保険から HP
■保険料の減免
病気や失業などにより、平成24年中の収入が平成
23年中と比較して大幅に減少し、保険料の納付が
困難になった方は、申請により減免になる場合が
ありますので、ご相談ください。
■夜間納付相談（20時まで）
日中来庁できない方は、夜間納付相談をご利用く
ださい。

▽実施日　 3月14日㈭、28日㈭

▽会場　厚別区役所 1階 9番窓口（庁舎東側の
　時間外出入口からお入りください）。
詳細 保険年金課収納係b895-2597

たのしいお話会

▽日時　 3月16日㈯、
　23日㈯、 4月 6日㈯
　14時から

▽会場　厚別図書館

▽費用　無料。直接会場へ
詳細 厚別図書館b894-1590

胃がん・大腸がん検診 HP

▽  日時　 4月 9日㈫ 8時45分～10時

▽  会場　厚別保健センター　　

▽対象　40歳以上

▽  費用　胃がん（バリウム）700円、
　大腸がん（検便）400円　※減免制度あり

▽  申込方法　 3月30日㈯までに電話か
　ＦＡＸまたはＥメールで

▽その他　 1週間前までに採便キットなどを
　送付します。
申込先札幌市コールセンターb222-4894
　　　ＦＡＸ221-4894、Ｅinfo4894@city.sapporo.jp

区
役
所
か
ら

区
役
所
に
お
越
し
の
際
は
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

HP：厚別区役所ホームページに詳しい内容を掲載しているもの
厚別区役所ホームページ http://www.city.sapporo.jp/atsubetsu/▼

33月月
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死傷事故発生件数 40件（－ 4）、死者数 0人（±0）、負傷者数 49人（－ 4）
※平成 25 年 1月 1日～ 2月 10 日現在（　）内は前年比

厚別区交通事故件数

厚別南地区センターからのお知らせ 会場・詳細厚別南地区センター
（厚別南 7）b896-3000

厚別区体育館からのお知らせ　　　　会場・申込先厚別区体育館（厚別中央 2の 5）
　　　　　　b892-0362

■医療講演会
「動脈硬化の検査について～足の痺

しび

れ、疲れ、冷感はありませんか？」

▽講師　林
はやし

　光
みつ

昭
あき

氏（札幌徳洲会病院　検査室・臨床検査技師副主任）

▽日時　 3月12日㈫14時～15時　

▽費用　無料。直接会場へ
■子ども映画会

▽内容　「まめうしくん」、「すいかのたね」

▽日時　 3月23日㈯10時～11時

▽費用　無料。直接会場へ

平成 25年度第 1期スポーツ講習会受講生募集
■ 3カ月コース（成人・子ども・親子対象）

講座名 曜日 回数 定員 受講料
エアロビクス 火 12 回 30 人 6,200 円（4,900 円）
ストレッチ＆健康美容体操 金 11 回 30 人 5,600 円（4,500 円）
ヨガ（曜日別コースあり） 月火水金 7回～ 各 30 人 3,600 円～（2,900 円～）
リンパマッサージ＆ストレッチ 木 11 回 30 人 5,600 円（4,500 円）

Ｚ
ズ ン バ

ＵＭＢＡ 木 11 回 30 人 5,600 円（4,500 円）
生活習慣改善体操 月 7回 20 人 4,200 円（3,400 円）
太極拳／二十四式太極拳 月 7回 各 30 人 3,600 円～（2,900 円～）
やさしいクラシックバレエ（曜日別コースあり） 月木 7回～ 各 15 人 4,900 円～（3,900 円～）
ピラティス 月土 7回～ 15 人 4,900 円～（3,900 円～）
テニス（曜日・レベル別コースあり） 月火金 7回～ 10 人～ 6,200 円～（5,000 円～）
バドミントン 水 11 回 30 人 7,700 円（6,200 円）
卓球（レベル別コースあり） 水金 10 回 各 15 人 7,000 円（5,600 円）
バスケットボール 金 10 回 15 人 7,000 円（5,600 円）
学校開放少年少女テニス初心者 土 7回 10 人 5,200 円（4,200 円）
あへあほ親子体操（2・3歳児と親） 水 11 回 10 組 6,700 円（5,300 円）

■半年コース（子ども対象）
講座名 曜日 回数 定員 受講料

幼児運動クラブ（3～ 5歳） 木 22 回 10 人 13,300 円
少年少女バドミントン（小 1～中 1） 火木 40 回 45 人 28,000 円
ジュニアフットサル（小学生） 水 22 回 30 人 13,300 円
ミニバス（低学年／高学年） 金 21 回 各 30 人 12,700 円
ヒップホップ（5歳～中学生） 月土 15 回～ 各 20 人 9,100 円
バトントワリング（入門・初級 /中級・上級） 木 20 回 各 15 人 14,000 円
チアダンス（6歳～小学生） 水 22 回 40 人 13,300円
ジュニアバレエ（小学生） 月 15 回 10 人 13,300円
キッズダンス（小学生） 月 15 回 10 人 13,300 円
受講料のカッコ内は、障がい者手帳をお持ちの方、65歳以上の方の料金。
学校開放少年少女テニスとバトントワリングの会場は、ひばりヶ丘小学校（厚別中央2の4）。

▽開講日時：開講日、時間はお問い合わせください。

▽申込方法： 3 月14日㈭までに直接または電話で　【多数時抽選】
　（受付時間： 9時～21時）　※多数時抽選日　 3月15日㈮10時

▽受講料納入： 3 月18日㈪～29日㈮に納入（受付時間： 9時～20時）

▽その他：受講料のほかに施設利用料が必要。この他にも講座が多数あります。
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3月11日からの内容を掲載しています

川への雪捨てや川に近づくことは
やめましょう

川に雪を捨てると流れが悪くなり、川の水があふ
れる原因となります。川に雪を捨てないようにし
ましょう。
また、川の周辺の雪や氷は崩れやすく、危険です
ので、川に近づかないでください。
詳細 建設局河川管理課b818-3415

タイムスリップ！生バンドコンサート
▽日時　 3月23日㈯18時（開場17時30分）

▽会場　厚別西地区センター（厚別西 4の 4）

▽対象　18歳以上　 ▽費用　500円

▽  申込方法　 3月11日㈪からセンター窓口で販売
するチケットを購入

▽その他　上履き持参
申込先厚別西地区センターb896-2000

平成 24年度　札幌市防災表彰
～心からお祝い申し上げます～

（左から）長
おさ

利
り

秀
ひで

則
のり

危機管理対策室長、植
うえ

松
まつ

貞
てい

三
ぞう

厚別西
町内会連合会長、荒

あら

井
い

功
いさお

厚別区長

　札幌市では例年自主防災活動を推進するため、市民の模
範となる活動を行った自主防災組織などを表彰しており、
厚別区からは厚別西町内会連合会が表彰されました。
　厚別西町内会連合会は、災害時要援護者の見守り活動や
住民参加のＤ

デ ィ グ

ＩＧ（簡易型災害図上訓練）などに積極的に取
り組み、地域の絆の輪を広め、ふれあいや交流の貴重な場
を作っていることや、地域に自助共助の精神が養われ、防
災活動の模範となっていることが評価されました。

大震災を忘れないために…
2011 年 3 月 11 日発生した東日本大震災から 2年。
地震や津波で多くの命が瞬時に奪われ、また原発事故も
発生し、多くの方が遠方への避難を余儀なくされました。
被災地から厚別区へ避難された方から、厚別区民の皆さ
んへ、大震災の悲しみを繰り返さないためのメッセージ
を語っていただきました。

宍
しし

戸
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2011 年 6 月、２人のお子さんと2011 年 6 月、２人のお子さんと
福島県伊達市から厚別区へ避難。福島県伊達市から厚別区へ避難。
昨年昨年８月８月、ご主人も厚別区へ移住、ご主人も厚別区へ移住
し家族４人で生活。現在、避難者し家族４人で生活。現在、避難者
の支援活動を行う「東日本大震災の支援活動を行う「東日本大震災
市民支援ネットワーク・札幌むす市民支援ネットワーク・札幌むす
びば」で活躍中。びば」で活躍中。

　3.11 に東日本大震災が発生し、私が住んでいた福
島県伊達市は原発事故による放射能汚染の可能性が高
かったため、自主避難を決意しました。避難先を検討
していた時、自主避難の受け入れをいち早く表明した
のが北海道で、札幌への移住を決意しました。

　東日本大震災では、地震が来たと思った瞬間、強い
揺れで何もできなくなりました。あんな怖い思いをし
たことはありません。目の前のことが全く信じられま
せんでした。
　福島は地震が多いため、普段からどのように行動し
なければならないかを考えていました。避難する時に
考えている暇はありません。皆さんは、避難場所を知っ
ていますか？何を持って行きますか？家族はどうやっ
て集まりますか？
　札幌に大地震が来ないとは言い切れません。日頃か
ら、もし大地震が起こったらどうするのか、少しの時
間でもいいですので考えておいてほしいと思います。

ー北海道へ避難することを決めた理由を教えてください。

　最近、ようやく普通の生活を送れるようになりまし
た。子どもたちは環境の変化になじめない時期もあり
ましたが今はもう大丈夫です。厚別区の皆さんはとて
も親切で温かい方が多く、気に掛けてくれる方がたく
さんいます。地域のお祭りやイベントにも「参加して
みないかい？」と声を掛けていただき、地域の一員とし
て、普通の友達のように接してくれることに、うれしさと

ー避難後の生活はいかがですか。

ー被災された経験から区民へメッセージを。

感謝の気持ちでいっぱいです。

東日本大震災市民支援ネットワーク・札幌東日本大震災市民支援ネットワーク・札幌
むすびばむすびば
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住民一人一人に防災の意識、支えあいの意識が根付いた地域にするため、活動を続けていきましょう！住民一人一人に防災の意識、支えあいの意識が根付いた地域にするため、活動を続けていきましょう！

災害時の支えあい あなたの近くにも、避難時に助けを必要とする人がいるはずです。
厚別東地区の取り組みを例に、地域で支えあう体制をつくりませんか？

詳
細

この企画は広報ラジオ番組（７７．６MHz）で毎月放送します。次の放送は 3 月 27 日（水）10 時 45 分～。
※過去の誌面とラジオは、厚別区役所ホームページ（http://www.city.sapporo.jp/atsubetsu/）で、ご確認いただけます。

　厚別区保健福祉課b895-2471
　保健福祉局総務課b211-2932

災害時の支えあいについて
（災害時要援護者避難支援） 厚別東地区の活動について　厚別東まちづくりセンターb897-2885

HP

広 報 ラ ジ オ 番 組

毎週水曜
10時45分から
Radio  D FMドラマシティ

77.6MHz生放送中!
7 7 . 6 M H ｚ

♪
♪

※都合により番組内容を変更する場合があります。

～ こ れ か ら の 放 送 は ～
放送日 内容
3月13日 光生舎ゆいま～る・もみじ台

3月27日 災害時の支えあい

4月 3 日 声の広報さっぽろ4月号

4月10日 春の交通安全運動

いつ災害が起きても「支えあい」の力が威力を発
揮するように、日々変わっていく人や物の情報を
更新しておくことが大切です。

研修や訓練を通して、防災意識の啓発を定期的に
行っていきましょう。こうした活動は、交流の場
にもなり、地域のつながりが強まります。

厚別東地区では、次世代につなげるため
に、学生など若い人たちと連携した取り
組みにも力を入れています。

前回までの８ステップで、支えあいの体制づくりが完了！

支えあい活動の継続

厚別東地区ではこれからもより一層地域の絆を
深めながら、支えあいが根付いた地域
づくりをしていきます。皆さんの地域
でも、絆を深める「支えあい活動」を
続けていきませんか。

災害への備えの基本は、自分の身は自分で守る 
［自助］、そして近所の助け合い［共助・近助］。
行政の支援など［公助］もありますが、大災害発
生時には、公助が行きわたるまで時間がかかりま
す。だからこそ自助と共助が大切ということを、
厚別東地区では繰り返し伝えています。

★基本１：情報の更新

★基本２：防災普及啓発

自助

共助・近助
［ 支えあい ］

しかし！！これで終わりではありません。 「継続」して活動することが大切です。

厚別東町内会連合会福祉部長厚別東町内会連合会福祉部長

大大
おおおお

戸戸
とと

　　勇勇
ゆうゆう

三三
ぞうぞう
さんさん
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項目 窓口 転出（札幌市外への引っ越し） 札幌市内・厚別区内での転居

住民登録
（住民票の異動）

１階
③番

厚転出先の住所を確認して転出届を提出
　＜届出人の本人確認書類＞
　⇒転出証明書が発行されます

新転居後14日以内に転入・転居届を提出
　＜届出人の本人確認書類＞
※ 新住所は、○番○号、または○番地○（枝番）
まで必要

※住民基本台帳カードをお持ちの方は、継続利用ができますので、同時に手続きをしてください

印鑑登録 不要転出届により自動的に廃止
　　印鑑登録証を返還または自分で破棄 不要転入・転居届により自動的に住所が更新

転校（小・中学校） 今までの学校から在学証明書をもらい、転出先
の市町村で手続き

新  転入・転居届により入校票を発行しますので、
在学証明書とともに新しい学校で手続き

詳細 戸籍住民課住民記録係b895-2452

国民健康保険
後期高齢者医療制度 １階

⑨番

厚転出前に脱退の届け出　＜保険証＞ 新転居後14日以内に住所変更の届け出
　＜保険証＞

介護保険 厚転出前に資格喪失手続き。認定を受けている
方は、受給資格証明書の交付を受けてください
　＜保険証または資格者証＞

新住所変更の届け出
　＜保険証または資格者証＞

詳細 保険年金課保険係b895-2594

国
民
年
金

加入者 １階
⑩番

第 1号被保険者と任意加入者は新住所地で住所
変更の届け出 不要転入・転居届により自動的に更新

第 3号被保険者（厚生年金・共済年金の加入者に扶養されている20歳以上60歳未満の配偶者）は、配
偶者の勤務先を通じて年金事務所に届け出

受給者 新住所地を管轄する年金事務所にお問い合わせください
※住民票コード収録状況により、届け出が不要となる場合があります詳細 保険年金課年金係b895-2598

児童手当 ２階
③番

厚転出前に、受給事由消滅届の提出
　＜転出証明書＞
※新住所地で申請手続きが必要

不要転入・転居届により自動的に住所が更新

児童扶養手当
特別児童扶養手当

２階
④番

厚住所変更の届け出　＜手当証書＞
※新住所地で住所変更の届け出が必要

新住所変更の届け出
　＜手当証書＞
　＜児童扶養手当のみ賃貸借契約書など＞

各種医療費の助成
（子ども・重度心身障がい・
ひとり親家庭）

２階
②・③番 厚転出前に受給者証の返還 新住所変更の届け出

　＜受給者証＞
詳細 保健福祉課福祉助成係b895-2474

身体障害者手帳
療育手帳
精神障害者保健福祉手帳 ２階

⑦番

厚  交通費助成を受けている方は、福祉乗車証な
どの返還⇒２階⑤番窓口へ

※新住所地で住所変更の届け出が必要

新住所変更の届け出
　＜身体障害者手帳・療育手帳・
　　精神障害者保健福祉手帳＞

特別障害者手当
障害児福祉手当
経過的福祉手当

厚住所変更の届け出　＜印鑑＞
※新住所地で住所変更の届け出が必要

新住所変更の届け出
　＜印鑑、身体障害者手帳・療育手帳＞

詳細 保健福祉課福祉支援係b895-2481

敬老手帳（65歳以上の方）
２階
⑤番

不要敬老手帳を返還または自分で破棄 不要手帳に新住所をご記入ください
敬老優待乗車証
（70歳以上の方）

乗車証を返還または自分で破棄
厚  未使用の乗車証については、納入金を返還請
求できます

不要そのまま利用できます
詳細 保健福祉課給付事務係b895-2478

固定資産税 －

土地や家屋などの資産が所在する市区町村で住所変更の届け出
（札幌市内の場合は、電話・インターネット（https://www.city.sapporo.jp/citytax/syurui/kotei_
toshi/henkou.html）でも可）
※厚別区・白石区にある土地・家屋は、東部市税事務所固定資産税課（土地担当b802-3917・家
屋担当b802-3918）

原動機付自転車
（125cc以下）
小型特殊自動車

中央市税事務所
軽自動車税担当
b211-3076

廃車届の提出
　＜ 印鑑、ナンバープレート、標識交付証明書、

届出人の本人確認書類＞
不要転入・転居届により自動的に住所が更新

＜青字＞は手続きに必要なもの
届出人の本人確認書類＝免許証、保険証など

厚別区役所b895‒2400（代表）
新
厚

不要

厚別区役所で手続き
新住所地の区役所で手続き
手続きが不要

見
方

詳細

戸籍住民課窓口の受付時間延長（19時まで） ３月２５日（月）～２９日（金）、４月１日（月）
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